
 

 

－ 世界と日本を考える真のリーダーを育成する － 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

株式会社 不 識 庵 

 
 



 

 

ご
挨
拶 

 

「
青
天
白
雲
塾
」
は
株
式
会
社
「
不
識
庵
」

の
主
力
講
座
「
不
識
塾
」
の
ジ
ュ
ニ
ア
版
と

し
て
、
40
歳
前
後
の
幹
部
候
補
生
を
対
象
に

開
講
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
基
本
理
念

は
、
歴
史
、
哲
学
、
文
化
、
倫
理
な
ど
の
リ

ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
的
思
考
を
通
し
て
、
日
本
企

業
が
直
面
し
て
い
る
課
題
に
つ
い
て
深
く
掘

り
下
げ
、
根
本
的
な
解
決
策
を
考
え
抜
く
力

を
身
に
つ
け
て
い
た
だ
く
こ
と
に
あ
り
ま
す
。 

 

通
常
、
企
業
人
向
け
研
修
の
多
く
は
、
経

営
戦
略
論
な
ど
、
ス
キ
ル
系
の
研
修
が
中
心

で
す
が
、
「
青
天
白
雲
塾
」
は
、
コ
ロ
ナ
禍

や
地
球
環
境
問
題
等
、
厳
し
い
経
営
環
境
の

下
、
も
は
や
表
面
的
な
知
識
や
ス
キ
ル
を
磨

く
だ
け
で
は
問
題
解
決
に
は
不
十
分
で
あ
り
、

問
題
の
本
質
を
よ
り
深
い
と
こ
ろ
で
捉
え
直

し
、
根
本
的
な
と
こ
ろ
か
ら
解
決
策
を
構
想

す
る
「
根
源
的
な
問
題
解
決
力
」
を
身
に
つ

け
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。 

 

そ
の
よ
う
な
「
根
源
的
な
問
題
解
決
力
」

を
身
に
つ
け
る
た
め
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ

い
の
か
。
答
え
は
決
し
て
簡
単
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
我
々
が
確
信
し
て
い
る
こ
と
の
一

つ
は
、
現
代
世
界
が
ど
の
よ
う
な
原
理
で
動

い
て
い
る
の
か
、
日
本
は
世
界
の
中
で
い
か

な
る
地
位
を
占
め
て
い
る
の
か
、
日
本
企
業

の
独
自
性
の
源
泉
と
は
何
な
の
か
な
ど
、
抽

象
度
の
高
い
問
題
に
つ
い
て
思
索
を
深
め
、

根
本
か
ら
「
自
社
の
あ
る
べ
き
姿
」
を
考
え

直
し
て
み
る
と
い
う
知
的
訓
練
の
積
み
重
ね

が
重
要
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
「
青
天
白
雲
塾
」

に
お
け
る
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
「
歴
史
、

哲
学
な
ど
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
を
ベ
ー
ス
に
し

な
が
ら
、
日
本
文
化
の
真
髄
に
迫
る
こ
と
」

を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。
「
文
化
を
勉
強
し

て
も
ビ
ジ
ネ
ス
に
は
役
立
た
な
い
」
と
お
考

え
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
ト
ヨ
タ
の

例
を
引
き
合
い
に
出
す
ま
で
も
な
く
、
グ
ロ

ー
バ
ル
な
競
争
力
を
持
ち
、
世
界
で
認
め
ら

れ
て
い
る
日
本
企
業
の
ほ
と
ん
ど
が
一
種
の

深
い
「
文
化
性
」
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
忘

れ
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 
実
際
、
商
品
の
緻
密
さ
・
繊
細
さ
、
匠
の

技
に
裏
打
ち
さ
れ
た
「
も
の
づ
く
り
」
の
精

神
、
信
用
力
、
お
も
て
な
し
の
心
、
「
三
方

良
し
」
な
ど
、
日
本
企
業
の
拠
っ
て
立
つ
行

動
規
範
の
裏
側
に
は
、
長
い
伝
統
に
よ
っ
て

培
わ
れ
た
日
本
文
化
の
奥
深
い
伝
統
が
息
づ

い
て
い
ま
す
。
問
題
の
核
心
は
む
し
ろ
、
我
々

日
本
人
自
身
が
目
先
の
問
題
へ
の
対
応
に
忙

殺
さ
れ
、
「
日
本
文
化
を
能
動
的
に
ビ
ジ
ネ

ス
に
生
か
す
」
と
い
う
視
点
を
忘
れ
て
き
た

と
い
う
事
実
に
こ
そ
あ
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。 

 

多
く
の
企
業
に
と
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
経

営
を
踏
襲
す
る
だ
け
で
は
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
、

人
口
減
少
、
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
な
ど
、
環
境

の
激
変
を
乗
り
越
え
る
「
新
た
な
成
長
」
を

実
現
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。
そ
れ
を
可
能

に
す
る
た
め
に
は
「
発
想
の
転
換
」
が
何
よ

り
も
重
要
で
す
。
日
本
が
歴
史
的
に
育
ん
で

き
た
文
化
価
値
や
美
意
識
を
今
一
度
冷
静
な

目
で
見
つ
め
直
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
企

業
の
競
争
力
の
源
泉
を
見
つ
け
出
し
、
「
根

源
的
な
問
題
解
決
力
」
を
磨
い
て
い
た
だ
く
。

そ
れ
こ
そ
が
「
青
天
白
雲
塾
」
の
目
指
す
と

こ
ろ
で
す
。 
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「「青青天天白白雲雲塾塾」」のの目目的的   
  

「青天白雲塾」は表面的な経営スキルの習得で満足するのではなく、 

物事の実体を深く掘り下げることで、世界と人間に対する理解を深め、 

謙虚で洞察力のある中堅中核ビジネスリーダーの育成を目指します。 

 

「「青青天天白白雲雲塾塾」」のの特特徴徴   
  

１１ ..   歴歴史史、、哲哲学学、、宗宗教教、、文文化化・・文文明明論論ななどど、、リリベベララルルアアーーツツ中中心心ののカカリリキキュュララムムでですす。。   

２２．．   ググロローーババルルなな競競争争にに打打ちち勝勝つつたためめのの日日本本人人ととししててのの「「軸軸」」をを確確立立ででききまますす。。   

３３．．   組組織織にに求求心心力力をを与与ええるる大大局局観観ととリリーーダダーーシシッッププをを身身ににつつけけるるここととががででききまますす。。   

 
  

  

「「青青天天白白雲雲塾塾」」のの講講座座ににつついいてて   

 
 受講生主体の「双方向型」講座形式  

講座は、毎回、各分野における精鋭のゲスト講師をお招きし、受講生がプレゼンテーションを行う

ことから講座は始まります。講義を一方的に聴講するのではなく、事前の入念な準備や各チームの

プレゼンテーションをもとに、講師と受講生が相互に議論を行います。双方向の議論を通じてテー

マ全般への理解を深めるとともに、将来の経営幹部として不可欠なコミュニケーション力や本質を

見極める力を身につけます。  

 

 

 チームで取り組む異業種交流型の学び  

さまざまな業種に従事する受講生が、５～８名編成のチームに分かれ、歴史、哲学、宗教、文化な

ど多岐にわたるテーマについて事前に議論を重ね、プレゼンテーションの準備を行います。年齢や

業種はもとより所属する組織の価値観が異なるメンバーによるチームワークを通じて、多様な価値

観への理解や企画力・提案力・構想力の強化を図ります。通常業務をこなしつつお互いに時間をや

り繰りしてチームで取り組む経験は、本講座が終了した後も強い絆となり、受講生間での長く深い

交流につながっています。  

 

 ４名が提案する「我が社の進むべき方向」  

本講座の最終日に、受講生が所属する企業の経営層に向けて自社の将来と自分の役割について発表

していただきます。この提案は、各社 4 名の受講生それぞれが本講座での徹底的な議論を通じて得

た学びや気づきを踏まえてつくりあげます。過去から学び、未来を描く—自ら主体となって考え動

く中堅中核ビジネスリーダーとして自社をリードする覚悟と行動力を醸成します。  

 

 



 

 

 

募募集集概概要要  
 

  

  

2021 年 6 月～2021 年 11 月（2021 年度） 

  

中堅中核ビジネスリーダー（幹部候補の中間管理職）（各企業 4 名） 

※  4 名の選出は、営業、管 理、生産、研究開発など異職種のメンバー構成でお願いします。 

 

  

440 万円 

※  4 名分・消費税 10%を含 んだ価格となります。 

※  教材費、合宿経費（宿泊代・食事代等）を含みます。 

ただし、会場までの交通費 につきましては、 各自（各社）にてご負担願います。 

 

  

定員：異業種の企業 8 社 32 名程度（1 社 4 名）  

 

申込受付期間: 

第一次募集締め切り・・・2021 年 2 月末日 

第二次募集締め切り・・・2021 年 3 月末日 

 

【組織概要】 

名 称  株 式 会 社 不 識 庵  

設 立  平 成 22 年 2 月 22 日  

代 表 取 締 役  中 谷 巌  

住 所  〒101-0047 

東 京 都 千 代田 区 内 神 田 1 丁 目 14 番 4 号   

電 話 03-3292-0320  

ファクシミリ 03-3292-0321 

  

活 動 内 容  世 界と日 本を考 える真 のトップリーダーを 

育 成 する「不 識 塾 」、中 堅 中 核 ビジネスリー

ダー向け「青 天 白 雲 塾」のほか、社 内 研 修も

行っています。 

  

問い合 わせ先  野 口（noguchi@fushikian. jp） 

講 座 の詳細 、応 募方 法 などは 

ホームページ（www.fushik ian. jp）も 

あわせてご覧ください。 

期  間  

受講対象  

定員および申込締切  

受講料  


